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西アフリカ、ブルキナファソに
おける恋愛と結婚
　現代の日本の結婚といえば、自ら選んだ好き
な相手と、教会でウェディングドレスとタキシー
ドを身にまとい、神父の前で永遠の愛を誓う、
といったことをイメージするだろう。 一方、ア
フリカの恋愛、結婚はどうだろうか。最近では
アフリカが紹介されるテレビ番組が多くなって
いるが、アフリカの恋愛や結婚を紹介する番組
は少ないだろう。私は西アフリカのブルキナ
ファソに5年間以上暮らし、現地の女性と知り
合い、現地で恋をして、結婚式を挙げた。この
体験をもとに、ブルキナファソの恋愛から結婚
までを紹介したい。  
　ブルキナファソではかつて、結婚は家と家の
結びつきであり、結婚相手は親族が決めること
が多く、自由な恋愛に対して束縛されることが
多かった。しかし、時代の流れとともに、恋愛
に対する考え方は変わり、近年の都市部におい
ては、日本と同じ様に皆が自由に恋をして、好
きな人と結婚する事が多い。15～16歳を過ぎ
れば、多くの人が異性とのお付き合いを始める。
日本では草食系男子という言葉があるように、
恋愛に消極的な若者の男性が増えている。それ
に対し、ブルキナファソでは男性から女性に交際
を求めるのが当たり前であり、気になる女性が
いたら、とにかく強気に声をかける。面識のほ
とんどない女性にも声をかけることがあり、日本
でいうとナンパであるが、ここではそれが日常
茶飯事である。女性も声をかけられることを迷惑
とは思わず、むしろ声をかけられることによっ
て、自分が魅力ある女性として自信が持てるそ
うだ。男性が女性から好かれるには、ルックス
の良さ、お金持ち等、さまざまな要素があるが、
一番は「優しさ」であり、好きな女性に対してと
にかく紳士的に接する。一方、女性は自分から
男性に声をかけることはほとんどないため、い
かに見た目で男性を惹きつけようとするのかが
ポイントになる。特に男性はふくよかな体型を
好む人が多く、女性はご飯をたくさん食べるだ
けではなく、伝統薬を飲んで太ろうとする人が
いるくらいだ。
　ブルキナファソの都市部では多くの人が恋愛に
対して積極的で、楽しんでおり、恋がしやすい
雰囲気がある。私自身は、妻と知り合ったきっか
けは、偶然、市場で出会い、些細な会話をした
だけだった。しかし、この日本を代表する草食系
の私でも、ブルキナファソでは、積極的に彼女に
声をかけて、付き合おうと思う気になれた。こ
れが、日本だったら「声をかけて気持ち悪いと
思われたらどうしよう…」と、マイナスなこと
ばかりを考え、何もせず時が過ぎただけだった
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ろうとも、イスラーム教徒に改宗しなければい
けない。イスラーム教徒になると酒や豚を食べ
ることが禁止されている。私自身、お酒はそれ
ほど飲めないが、豚料理が好きであるため、食
べられなくなるのは辛い。妻の実家はイスラーム
を信仰していたが、義父がそれほど熱心ではな
かったため、それまでに強要されるようなことは
なかった。 一般的にもブルキナファソでは宗教
に対して大らかであり、他人に強いることは少な
い。しかし、家族によって宗教に対する熱心さ
には違いがある。妻の本家は宗教に対して厳し
く、改宗後に規律を守るように私に対して口う
るさく言ってこないだろうか、不安があった。
　婚約式の当日、私は現地に来られなかった日
本の身内の代わりに、ブルキナファソに滞在し
ていた日本人の上司や友人等6人を、新郎側の
代表として引き連れて本家に向かった。新婦の
本家からは5～6人の親族代表が待ち受けてい
た。この際、新婦はこの場には立ち会わず、家
で控えていた。婚約式の進行は仲人が行うこと
になっている。私たちは妻の義理の兄に仲人を
お願いしたが、一般的には新郎新婦の共通の
知人で社会的に地位が高い人が務める事が多
い。新婦側と新郎側の親族が向かい合って座り、
お互いが直接話し合うのではなく、両者の間を
仲人が往復して、話を取り次ぐような形で行っ
た（写真①）。この婚約式でメーンとなることは、
かもしれない。
　付き合うようになってから、何度かデートを
したが、ブルキナファソでは食事、ダンス、映画
程度しか娯楽はない。日本に比べて選択肢が少
ないうえに、それほど楽しめるものではない。
一方、家族や友人を訪問して、いろんな人とお
しゃべりする事もよくしたが、それは楽しかっ
た。話した内容はどれも他愛もないことであっ
たが、妻とともに多くの人とさまざまなことを
話すことで、互いを良く知る良い機会だったと
思う。
 
伝統的な婚約式
　付き合い始めてから3年が経った頃に結婚を
決意したのだが、ブルキナファソでは結婚をす
る前に、伝統的な婚約式をしなければならない。
この婚約式とは、新郎の家族代表が新婦の本家
に出向き、結婚の承諾を得るために、家族間で
行う儀式である。私は妻の両親の家には何度も
行ったことがあったが、本家の人に会う機会は
少なかった。そのため、本家のことをほとんど
知らなかったのだが、一つ心配になっていたこと
があった。それは、婚約の際にイスラーム教徒へ
改宗しなくてはいけないことである。改宗とは
信仰する宗教を変えることだが、イスラーム教徒
の女性と結婚する場合、たとえ私が仏教徒であ
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お金を貯めるのに苦労をしたそうだ。また、外国
人はお金持ちと見なさることが多く、多額の結
納を求められることもある。しかし、私の場合
は、本家が私を外国人としてではなく、現地人と
対等にみてくれ、羊1匹、鶏1羽、塩50kg、米
50kg、嗜好品のコーラの実、さらに400円程度
の現金、全部で3万円相当の品を収めるのに留
まった。このように本家が私を現地人と対等に
配慮してくれたことは、とても嬉しいことだっ
新郎側が新婦側の本家に結納を収めることであ
る。本家が結納を受け取れば結婚が受け入れら
れることになる。結納の品は婚約式を行う前か
ら、仲人と本家側が話し合って決めていた。ど
ういった品に決めるのかは、家によってさまざ
まだが、新郎新婦の家柄や職業等を考慮して決
めている。私の知人は、新婦が高貴なイスラー
ムの家柄だったことから、牛10頭（40～50万
円相当）と高い品を納めなくてはならず、本人は
写真①伝統的婚約式
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た。こうして本家が結納を受けとった後、新郎
側と新婦側の代表が一人ずつ握手をして、そし
て、料理が振る舞われた。
　ところで、私が心配をしていた、イスラーム
教への改宗についてだが、本家の家の壁をよく
見ると聖母マリアの絵が描かれているではない
か。また、料理が振る舞われる最初に、ゾムコ
ムと呼ばれるトウジンビエのジュースが、ヒョ
ウタンの器に注がれてでてくるのだが、そのヒョ
ウタンの器の側面にも、聖母マリアの絵が刻ま
れていた。つまり、本家自体がキリスト教に改宗
していたことが、その時はじめて分かり、私は
拍子抜けをした。ブルキナファソでは改宗をす
ることはまれにあることだが、まさか妻の本家
が改宗していたのには、大変驚いた。結局、私
はイスラーム教やキリスト教に改宗を求められ
ることはなかった。
写真②市役所での結婚式
